
「
横
浜
に
住
む
」
と
い
う
こ
と
②

市
民
の
生
活
パ
タ
ー
ン
と

行
動
圏

か
つ
て
横
浜
の
都
心
と
い
え
ば
関
内
・
伊
勢
佐
木
町
地
区
だ
け
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
横
浜
駅
周
辺
の
勃
興
と
「
み
な
と
み
ら
い
2
1
地
区
」
の

整
備
に
よ
っ
て
臨
海
都
心
部
が
広
域
化
・
一
体
化
さ
れ
、
新
た
な
都
心
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
一
方
。

新
横
浜
が
新
都
心
と
し
て
、
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
、
鶴
見
、
上
大
岡
、
二
俣
川
・
鶴
ヶ
峰
・
戸
塚
が
副
都
心
と
し
て
形
成
さ
れ
て
き
て
い
る
。

そ
れ
に
伴
い
、
市
民
の
生
活
行
動
の
場
も
市
内
で
充
足
す
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
市
域
の
多
方
面
に
及
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

現
在
の
横
浜
は
、
実
に
多
様
で
幅
広
い
生
活
の
舞
台
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
市
民
生
活
行
動
調
査
に
も
と
づ
き
、
通
勤
や
、
買
い
物
、
生
涯
学
習
、
余
暇
な
ど
、

市
民
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
わ
た
る
生
活
行
動
パ
タ
ー
ン
と
行
動
圏
を
ス
ケ
ッ
チ
し
て
み
よ
う
。

市
民
の
生
活
行
動
圏

通
勤
や
買
い
物
・
余
暇
の
市
内
充
足
率
の
高
さ

　
生
活
の
各
分
野
で
市
民
が
ど
こ
で
活
動
し
て

い
る
か
を
市
民
生
活
行
動
調
査
に
よ
っ
て
見
る

と
、
全
体
に
市
民
の
生
活
行
動
の
市
内
充
足
率

は
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　
通
勤
で
は
自
宅
勤
務
者
を
除
く
就
業
者
の

5
2
％
、
学
習
・
能
力
開
発
（
自
宅
で
の
活
動
を

含
む
）
、
買
い
物
、
余
暇
活
動
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の

参
加
者
の
7
0
％
～
9
0
％
が
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を

市
内
で
行
っ
て
い
る
。
自
宅
勤
務
者
を
除
く
就

業
者
の
4
1
％
が
市
外
へ
通
勤
し
て
い
る
（
う
ち
、

東
京
都
内
へ
の
通
勤
者
が
2
7
・
５
％
）
こ
と
を

除
け
ば
、
余
暇
や
生
涯
学
習
な
ど
非
日
常
的
な

分
野
を
含
め
、
市
民
の
生
活
行
動
の
大
き
な
部

分
は
市
内
で
行
わ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

多
極
化
す
る
市
民
の
市
丙
エ
リ
ア
利
用

　
市
内
で
の
市
民
の
行
動
圏
は
、
都
心
、
副
都

心
、
そ
れ
以
外
の
市
内
と
、
ど
の
分
野
で
も
利

用
エ
リ
ア
が
分
散
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

　
い
ず
れ
の
分
野
も
、
都
心
、
副
都
心
以
外
の

市
内
エ
リ
ア
の
利
用
が
最
も
多
く
、
特
に
食

品
・
耐
久
財
の
買
い
物
で
は
4
0
～
6
0
％
が
比
較

的
身
近
な
生
活
圏
で
営
ま
れ
て
い
る
。

　
そ
の
一
方
で
、
都
心
部
は
衣
料
・
服
飾
品
の
買

い
物
で
4
0
％
、
何
ら
か
の
余
暇
活
動
で
2
1
％
が
利

用
す
る
。
ま
た
、
余
暇
活
動
で
は
、
家
族
・
友
人

と
の
飲
食
・
お
し
ゃ
べ
り
、
ウ
イ
ン
ド
ウ
シ
ョ
ッ

ピ
ン
ク
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
映
画
、
柔
術
展
と
い
っ

た
参
加
率
の
高
い
分
野
で
、
各
参
加
者
の
3
6
～

4
5
％
程
度
が
都
心
・
中
心
部
を
利
用
す
る
な
ど
、

み
な
と
み
ら
い
2
1
や
横
浜
駅
周
辺
な
ど
の
都
心
・

中
心
部
に
お
け
る
都
市
型
余
暇
機
能
の
受
け
皿
の

大
き
さ
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
副
都
心
の
利
用
で
は
、
通
勤
・
生
涯

学
習
で
そ
れ
ぞ
れ
９
％
程
度
、
食
品
・
耐
久
財

の
買
い
物
で
2
2
～
2
3
％
、
衣
料
品
な
ど
で
1
6
％
、

余
暇
活
動
で
1
2
％
程
度
と
、
多
様
な
生
活
拠
点

機
能
が
集
積
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

横
浜
市
民
の
生
活
パ
タ
ー
ン

　
各
分
野
の
市
民
の
生
活
パ
タ
ー
ン
を
も
う
少

し
具
体
的
に
見
て
み
よ
う
。

仕
事
・
通
勤

●
勤
務
地
　
自
宅
勤
務
者
を
除
く
市
民
の
勤
務

地
は
、
横
浜
市
内
が
5
2
％
、
東
京
都
内
2
7
・

５
％
と
な
っ
て
い
る
。
市
内
で
は
、
横
浜
中
心

部
1
2
・
８
％
、
新
横
浜
都
心
・
副
都
心
が
あ
わ
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せ
て
1
1
・
２
％
と
、
市
内
で
の
市
民
の
動
き
は

通
勤
に
お
い
て
も
多
極
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。

○
通
勤
手
段
　
所
要
時
間
　
　
　
　
通
勤
の
所
要
時
間

と
交
通
手
段
を
見
る
と
、
市
中
心
部
に
通
勤
す

る
人
は
1
5
分
～
１
時
間
以
内
が
大
半
で
あ
る
。

ま
た
、
新
横
浜
都
心
・
副
都
心
、
そ
の
他
の
市

内
で
は
3
0
分
未
満
が
５
割
以
上
で
、
こ
の
エ
リ

ア
へ
は
徒
歩
や
自
転
車
で
の
通
勤
者
も
多
く
、

近
距
離
の
通
勤
者
が
目
立
つ
。
市
外
の
神
奈
川

県
内
へ
の
通
勤
者
は
4
5
分
～
１
時
間
3
0
分
か
５

割
以
上
、
ま
た
、
東
京
都
内
通
勤
者
は
１
時
間

以
上
が
約
８
割
と
長
時
間
通
勤
が
多
い
。

　
通
勤
手
段
の
主
流
は
電
車
・
シ
ー
サ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
利
用
で
、
5
6
・
５
％
に
及
ぶ
。
こ
の
う

ち
路
線
バ
ス
を
併
用
す
る
市
民
は
3
7
・
４
％
と
、

通
勤
で
は
電
車
と
バ
ス
の
併
用
が
最
も
多
い
移

動
手
段
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
ク
ル
マ
（
自
分
で
運
転
）
で
の
通
勤

も
1
6
・
２
％
に
達
す
る
。
ク
ル
マ
利
用
者
は
、

特
に
新
横
浜
都
心
・
副
都
心
、
そ
の
他
の
市
内

へ
の
通
勤
で
は
そ
れ
ぞ
れ
４
人
に
１
人
、
市

外
・
県
内
は
３
人
に
１
人
以
上
に
及
ぶ
。
副
都

心
・
そ
の
他
市
内
、
県
内
は
バ
ス
通
勤
も
２
～

３
割
見
ら
れ
る
。
東
京
都
内
は
電
車
が
９
割
以

土
、
横
浜
の
中
心
部
へ
は
電
車
か
バ
ス
が
多
い
。

買
い
物
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

　
次
に
、
買
い
物
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
つ
い
て

市
民
の
行
動
圏
や
商
業
施
設
な
ど
の
都
市
資
源

の
利
用
状
況
を
見
て
み
よ
う
。

　
食
料
品
の
購
入
店
舖
　
食
料
品
は
大
半
が
ス

ー
パ
ー
で
購
入
さ
れ
て
い
る
が
、
年
代
や
生
活

の
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
利
用
店
舗
の
多
様
化

が
う
か
が
え
る
。

　
若
年
・
中
年
単
身
層
、
親
と
同
居
単
身
層
で

は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
利
用
が
多
く
、

若
年
層
や
一
人
暮
ら
し
に
コ
ン
ビ
ニ
が
深
く
浸

透
し
て
い
る
こ
と
が
改
め
て
わ
か
る
。

　
ま
た
市
民
の
3
1
・
４
％
が
、
総
菜
や
高
級
食

材
な
ど
質
の
高
い
品
揃
え
が
豊
富
な
デ
パ
ー
ト

を
よ
く
利
用
し
て
お
り
、
商
店
街
を
利
用
す
る

人
と
ほ
ぼ
同
じ
比
率
に
達
し
て
い
る
。
デ
パ
ー

ト
は
、
特
に
高
年
単
身
層
や
若
年
・
中
年
・
高

年
の
夫
婦
２
人
暮
ら
し
な
ど
、
子
ど
も
の
い
な

い
市
民
で
3
5
～
4
1
％
と
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
モ
ー
ル
を

よ
く
利
用
す
る
市
民
は
1
9
％
に
及
び
、
ク
ル
マ

を
利
用
し
た
郊
外
型
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
が
市
民

に
普
及
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、

生
協
な
ど
の
共
同
購
入
も
1
5
・
２
％
に
達
し
て

お
り
、
特
に
子
ど
も
の
い
る
夫
婦
で
利
用
が
活

発
で
、
食
品
の
安
全
性
な
ど
に
こ
だ
わ
る
市
民

の
存
在
が
注
目
さ
れ
る
。

●
耐
久
財
の
購
入
店
舖
　
家
電
や
家
具
な
ど
耐

久
財
の
購
入
で
は
、
大
型
電
気
店
・
家
具
店
な

ど
の
大
型
専
門
店
（
よ
く
使
う
＝
6
9
・
３
％
）
、

デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
ス
ト
ア
　
（
同
4
1
・
６
％
）
、
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・
モ
ー
ル
　
（
同
2
3
・

４
％
）
の
３
つ
の
店
舗
形
態
の
利
用
が
大
半
を

占
め
て
い
る
。

　
若
年
単
身
層
や
若
年
夫
婦
、
中
学
生
ま
で
の

子
ど
も
の
い
る
夫
婦
な
ど
の
若
い
層
、
中
年
単

身
層
で
は
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
ス
ト
ア
の
利
用
が

活
発
で
あ
る
。
ま
た
、
若
年
単
身
層
、
中
年
夫

婦
、
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
の
い
る
夫
婦
で
は

大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・
モ
ー
ル
の
利

用
も
目
立
つ
。

○
衣
服
　
服
飾
品
の
購
入
店
舖
　
衣
服
・
服
飾

品
の
購
入
で
は
、
デ
パ
ー
ト
の
利
用
が
最
も
多

く
（
6
0
・
９
％
）
、
つ
い
で
駅
ビ
ル
・
専
門
店
、

大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・
モ
ー
ル
、
ス

ー
パ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
3
0
数
％
を
占
め
る
一
方
、

通
信
販
売
の
利
用
が
約
2
0
％
に
お
よ
び
、
紳
士

服
店
な
ど
の
大
型
専
門
店
の
利
用
と
ほ
ぼ
同
じ

比
率
に
達
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　
ラ
イ
フ
ス
テ
犬
ン
別
で
は
、
親
と
同
居
単
身

層
、
若
年
単
身
層
や
若
年
夫
婦
な
ど
若
い
層
で

デ
パ
ー
ト
、
駅
ビ
ル
・
専
門
店
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
・
モ
ー
ル
が
い
ず
れ
も
高
く
、
衣

服
・
服
飾
品
の
買
い
回
り
を
活
発
に
行
う
生
活

の
ゆ
と
り
が
感
じ
ら
れ
る
。

　
子
ど
も
の
い
る
夫
婦
で
は
、
デ
パ
ー
ト
の
ほ

か
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
モ
ー
ル
の
比

率
が
高
く
、
ク
ル
マ
を
利
用
し
た
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
が
多
い
一
方
、
ス
ー
パ
ー
で
済
ま
せ
る
比
率

も
高
い
。
ま
た
、
中
学
生
ま
で
の
子
ど
も
の
い

る
夫
婦
で
は
通
信
販
売
の
利
用
が
３
～
４
割
に

及
ん
で
い
る
。
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●
買
い
物
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
所
要
時
間
・
交

通
手
段
　
買
い
物
の
所
要
時
間
は
、
食
料
品
で

は
6
4
・
１
％
、
３
人
に
２
人
が
1
5
分
未
満
の
身

近
な
店
舗
で
買
っ
て
お
り
、
９
割
以
上
の
市
民

が
3
0
分
圏
内
で
買
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
デ
パ

ー
ト
で
最
も
よ
く
食
料
品
を
買
つ
て
い
る
市
民

で
は
3
0
分
以
上
の
人
も
2
6
・
２
％
に
及
ぶ
。

　
耐
久
財
で
は
6
7
・
４
％
、
３
人
に
２
人
以
上

が
3
0
分
圏
内
で
買
っ
て
お
り
、
比
較
的
身
近
な

エ
リ
ア
で
の
利
用
が
多
い
。
衣
服
・
服
飾
品
で

も
、
5
4
・
８
％
と
過
半
数
が
３
０
分
圏
内
で
購
入

し
て
い
る
が
、
2
4
・
８
％
と
４
人
に
１
人
は
3
0

～
4
5
分
を
か
け
、
６
人
に
１
人
以
上
（
1
6
・

８
％
）
は
4
5
分
以
上
か
け
て
買
い
に
出
か
け
て

い
る
。

　
購
入
時
の
利
用
交
通
手
段
で
は
、
食
料
品
は

ク
ル
マ
利
用
（
3
6
・
６
％
）
か
徒
歩
の
み

（
3
0
・
４
％
）
、
耐
久
財
は
ク
ル
マ
利
用
が
半
数

を
超
え
（
5
1
・
２
％
）
、
衣
服
・
服
飾
品
は
鉄
道

利
用
（
3
9
・
８
％
）
と
ク
ル
マ
利
用
（
3
2
・

４
％
）
が
中
心
と
な
る
。

余
暇
・
生
涯
学
習

●
余
暇
・
遊
び
活
動
　
市
民
が
よ
く
行
っ
て
い

る
余
暇
・
遊
び
活
動
で
特
に
参
加
率
が
高
い
の

は
、
ウ
ィ
ン
ド
ウ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
映
画
館
、

美
術
展
、
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
都
市
型
余
暇
、

家
族
や
友
人
と
の
飲
食
・
お
し
や
べ
り
、
散
歩

や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
ス
ポ
ー
ツ
、
自
然
の
中
で
の

ハ
イ
キ
ン
グ
や
ア
ウ
ト
ド
ア
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

で
あ
る
。

　
こ
の
中
で
、
市
民
が
特
に
「
大
切
に
し
て
い

る
」
活
動
で
は
、
ウ
ィ
ン
ド
ウ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

や
映
画
館
を
は
じ
め
と
す
る
都
市
型
余
暇
の
比

率
が
下
が
り
、
家
族
や
友
人
と
の
飲
食
・
お
し

ゃ
べ
り
や
、
散
歩
・
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
ス
ポ
ー
ツ
、

自
然
の
中
で
の
ア
ウ
ト
ド
ア
活
動
な
ど
、
人
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
健
康
増
進
、
自
然

と
親
し
む
活
動
に
ウ
ェ
イ
ト
が
置
か
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

　
ウ
ィ
ン
ド
ウ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
は
、
特
に
若
年

層
の
参
加
率
が
高
く
、
単
身
層
は
も
と
よ
り
、

若
年
夫
婦
、
ま
た
学
齢
以
下
の
子
ど
も
を
持
つ

夫
婦
の
参
加
も
6
7
・
１
％
に
及
ぶ
。
ま
た
、
家

族
や
友
人
と
の
飲
食
・
お
し
ゃ
べ
り
は
、
親
と

同
居
単
身
層
と
若
年
夫
婦
が
特
に
活
発
で
、
こ

の
２
つ
の
層
で
は
こ
れ
を
特
に
大
切
な
活
動
で

あ
る
と
す
る
比
率
も
高
い
。

　
散
歩
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
ハ
イ
キ
ン
グ
や
キ
ャ

ン
プ
な
ど
自
然
と
親
し
む
活
動
は
中
高
年
層
で

活
発
で
あ
る
。
一
方
、
釣
り
な
ど
自
然
の
中
で

の
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
は
、
若
年
単
身
層
や

若
年
夫
婦
層
な
ど
若
い
層
の
活
動
が
盛
ん
で
あ

る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　
映
画
館
の
利
用
は
若
年
単
身
層
や
若
年
夫
婦

の
参
加
率
が
高
く
、
美
術
展
は
中
高
年
の
利
用

が
多
い
。
ま
た
コ
ン
サ
ー
ト
は
若
年
層
と
中
高

年
層
が
高
く
、
子
育
て
期
の
夫
婦
で
低
く
な
る
。

●
余
暇
活
動
を
行
う
場
所
　
余
暇
活
動
を
行
う

場
所
は
、
活
動
分
野
に
よ
り
異
な
る
が
、
飲

食
・
お
し
ゃ
べ
り
や
ウ
イ
ン
ド
ウ
シ
ョ
ッ
ピ
ン

生活分野別にみる市民の行動圏
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グ
、
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
都
市
型
余
暇
は
横
浜
市

の
中
心
部
が
よ
く
利
用
さ
れ
る
。
た
だ
、
コ
ン
サ

ー
ト
は
公
演
数
が
多
く
種
類
も
豊
富
な
東
京
都

内
が
最
も
高
く
、
4
2
・
９
％
４
　
占
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
散
歩
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
屋
内
や
公
園

で
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
は
中
心
部
や
都
心
以
外
の

市
内
、
多
く
は
身
近
な
生
活
圏
で
よ
く
行
わ
れ
、

副
都
心
の
利
用
も
多
い
。
ハ
イ
キ
ン
グ
や
キ
ャ

ン
プ
、
釣
り
な
ど
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
で

は
横
浜
市
外
の
神
奈
川
県
内
で
行
わ
れ
る
比
率

が
高
い
。

　
活
動
の
場
所
で
は
、
若
年
単
身
層
で
横
浜
の

中
心
部
と
東
京
都
内
の
利
用
が
高
い
。
中
年
単

身
層
、
高
年
夫
婦
の
二
人
暮
ら
し
、
ま
た
子
ど

も
の
い
る
夫
婦
で
は
中
心
部
や
都
心
以
外
の
市

内
エ
リ
ア
、
多
く
は
身
近
な
生
活
圏
で
の
活
動

が
多
い
。
た
だ
、
高
年
単
身
層
で
横
浜
中
心
部

の
利
用
が
多
い
こ
と
に
も
留
意
し
て
お
き
た
い
。

●
学
習
・
能
力
開
発
活
動
の
内
容
　
少
子
高
齢

社
会
を
迎
え
、
生
涯
を
通
じ
て
生
き
が
い
や
キ

ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
追
求
し
た
り
、
ま
た
、
Ｉ
Ｔ

を
は
じ
め
と
す
る
新
た
な
技
術
革
新
へ
の
対
応

が
求
め
ら
れ
る
時
代
と
な
っ
て
い
る
。
社
会
環

境
変
化
が
激
し
く
、
生
活
者
の
生
涯
に
わ
た
る

自
己
実
現
へ
の
欲
求
が
高
ま
る
今
日
、
市
民
に

お
い
て
も
学
習
や
能
力
開
発
な
ど
、
広
い
意
味

で
の
生
涯
学
習
活
動
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
活
動
の
中
で
最
も
活
発
な
の
が
パ

ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
学
習
で
、
約
２

割
の
市
民
が
行
つ
て
い
る
。
こ
れ
は
男
性
で
年

代
を
問
わ
ず
盛
ん
で
、
女
性
で
は
若
年
層
が
活

発
で
あ
る
。

　
ま
た
、
音
楽
・
美
術
、
華
道
、
舞
踊
な
ど
の

芸
術
・
芸
能
・
趣
味
活
動
も
盛
ん
で
、
約
1
7
％

の
市
民
が
参
加
し
て
い
る
。
こ
の
分
野
は
逆
に
、

女
性
の
活
動
が
活
発
で
、
男
性
で
は
高
年
層
で

参
加
率
が
高
い
。

　
英
会
話
な
ど
の
語
学
も
約
１
割
の
市
民
が
行

っ
て
お
り
、
特
に
若
年
層
で
盛
ん
で
あ
る
。

　
次
い
で
経
営
・
経
理
な
ど
の
職
業
関
連
や
資

格
取
得
の
た
め
の
学
習
、
歴
史
や
文
学
な
ど
の

教
養
、
料
理
・
裁
縫
な
ど
の
家
事
で
そ
れ
ぞ
れ

数
％
の
市
民
の
参
加
が
あ
る
。
職
業
関
連
の
学

習
は
中
年
ま
で
の
男
性
層
全
般
で
行
わ
れ
て
お

り
、
資
格
の
た
め
の
学
習
は
若
年
層
、
歴
史
な

ど
の
教
養
は
高
年
男
性
で
盛
ん
で
あ
る
。

　
ま
た
、
親
子
の
別
居
や
、
親
類
、
近
隣
社
会

の
人
づ
き
あ
い
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
で
若
い
親
が
子
育
て
に
つ
い
て
知
る
機
会
が

問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
中
学
生
ま
で
の
子
ど

も
の
い
る
女
性
で
育
児
・
教
育
関
係
の
学
習
が

1
0
数
％
に
及
ん
で
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

●
学
習
・
能
力
開
発
を
行
う
方
法
場
所
　
こ

れ
ら
の
活
動
は
、
ど
の
分
野
も
自
宅
で
の
独
習

が
非
常
に
多
い
。
合
わ
せ
て
、
芸
ご
と
で
は
グ

ル
ー
プ
や
サ
ー
ク
ル
へ
の
参
加
、
カ
ル
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー
や
個
人
レ
ッ
ス
ン
の
利
用
が
多
い
。

歴
史
な
ど
教
養
で
は
地
区
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
、

美
術
館
、
語
学
で
は
ス
ク
ー
ル
の
利
用
、
資
格

の
た
め
の
学
習
で
は
通
信
教
育
、
専
門
学
校
の

利
用
が
多
く
を
占
め
る
。

　
こ
う
し
た
学
習
活
動
は
、
全
参
加
者
の
ほ
ぼ

半
数
が
自
宅
で
行
っ
て
い
る
が
、
外
出
し
て
行

う
場
合
、
自
宅
の
近
所
や
横
浜
市
中
心
部
、
副

都
心
、
東
京
都
内
な
ど
、
行
つ
て
い
る
場
所
は

比
較
的
分
散
し
て
い
る
。

特に大切にしている趣味・余暇活動

行つている学習活動の内容／
最も力を入れている学習活動(全体)

市民の趣味･余暇活動の内容

｢横浜に住む｣ということ　22
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